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ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
生
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
も
今
年
で
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。
当
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
エ
ッ
セ

イ
部
門
と
ス
ピ
ー
チ
部
門
の
二
部
門
か
ら
な
り
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
で
日
本
語
を
学
習
す
る
大
学
生
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
学
習
者
の
皆
様
に
日
頃
の
学
習
成
果
の
発
表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
日
本
に
つ
い
て

よ
り
一
層
知
っ
て
頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
に
あ
る
大
学
か
ら
エ
ッ
セ
イ
部
門
は
二
十
二
作
品
、
ス
ピ
ー
チ
部
門
に
は
十

五
作
品
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
エ
ッ
セ
イ
部
門
で
は
、
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
「
日
米
関
係
の
将
来
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
と
こ
ろ
、
ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
や
ト
ト
ロ
な
ど
の
ア
ニ
メ
か
ら
新
幹
線
や
納
豆
ま
で
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
日
米
関
係

に
つ
い
て
、
自
ら
の
経
験
等
に
基
づ
い
た
様
々
な
視
点
か
ら
、
述
べ
ら
れ
た
甲
乙
つ
け
が
た
い
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
部
門
で
は
、
家
族
の
こ
と
、
お
も
い
や
り
、
演
歌
、
な
ぜ
日
本
語
を
学
ぶ
の
か
な
ど
、
様
々
な
内
容
の
原
稿

が
集
ま
り
、
こ
ち
ら
も
原
稿
を
見
た
限
り
で
は
甲
乙
つ
け
が
た
く
、
ス
ピ
ー
チ
が
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
エ
ッ
セ
イ
部
門
入
賞
作
品
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
日
本
語
教
育

関
係
者
や
一
般
の
方
々
に
も
知
っ
て
頂
く
た
め
に
本
小
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
小
冊
子
が
日
本
語
学
習
者
の
刺

激
と
な
り
、
次
回
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
に
よ
り
多
く
の
参
加
者
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
審
査
員
の
方
々
、
賞
品
を
ご
提
供
下
さ
い
ま
し
た
企
業
・

団
体
の
方
々
の
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
六
年
四
月 

 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事 

 

 
 
 

武
藤 

顕 
 



   

 

 
 
 

第 4 回日本語コンテストプログラム 

平成 26 年 4 月 12 日（土） 1 時より 

 

 

１．開会の辞       

２．挨拶        在ボストン日本国総領事館総領事  武藤 顕 

３．審査員紹介  

４．スピーチ 中級の部             
(1) Yundi Wang Babson College 侍と武士道 

(2)  Ruochan Gao Wellesley College ロスト・イン・ナリタ 

(3) Kristin Merritt Northeastern University 新しい私 

(4) Hui Fan UMass Amherst 扉 

(5) Dolan Bortner Boston College 一生の仕事 

(6) Jiamin Tan  Mount Holyoke College 上海焼きそばの謎： 

私の日本語学習の旅 
 

 

５．スピーチ 上級の部 
(1) Mary Popeo Boston College 広島から福島へ 

(2) Lin Anne Yeung Boston University 思いやり 

(3) Justin Ehringhaus Bowdoin College 家族 

(4) Eric Fishbach UMass Amherst クールジャパン‐ 

下位文化と上位文化 
(5) Amber Seitz Boston University 演歌―人の心に響く歌 

(6) Emily Ting   Mount Holyoke College 試験地獄のない 

『ゆとり教育』への提案 
 

 

６．エッセイ部門入賞者への賞状・副賞授与 

７．スピーチ部門審査講評および結果発表    

  在ボストン日本国総領事館首席領事  渡邊信之 

８．入賞者への賞状・副賞授与                              

 ９．レセプション                                               

           

 

 



 

審
査
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エ
ッ
セ
イ
部
門 

作
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貴
志 

 
 
 
 
 
 

講
談
社
ア
メ
リ
カ
上
席
副
社
長 

セ
イ
ヤ
ー 

桂
子 

 

ボ
ス
ト
ン
日
本
協
会
理
事 

平
田 
雄
介 

 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
（
産
経
新
聞
記
者
） 

森
田 
喜
代
子 

 
  

タ
フ
ツ
大
学
日
本
学
科
日
本
語
講
師 

 

渡
邊 

眞
紀 

 
 
  

国
際
交
流
基
金
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
専
任
講
師 

 

渡
邊 

信
之 

 
 
 
 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
首
席
領
事 

審
査
員 

ス
ピ
ー
チ
部
門 

 

赤
尾 

重
人 

 

米
国
ヤ
マ
ト
運
輸 

井
熊 

康
之 

 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当 

グ
ラ
ハ
ム 

智
子 

 
 
 

ノ
ー
ブ
ル
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ノ
ー
・
ス
ク
ー
ル
日
本
語
教
師 

蔭
西 

晴
子 

 
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
（
朝
日
新
聞
記
者
） 

作
田 

貴
志 

 
 
 
 
 
 

講
談
社
ア
メ
リ
カ
上
席
副
社
長 

渡
邊 

信
之 

 
 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
首
席
領
事 

織
田 

頼
（
予
選
）  

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
元
日
本
語
講
師 

河
野 

越
男
（
予
選
） 

 
 
 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
（
読
売
新
聞
記
者
） 

小
久
保 

武
（
予
選
） 

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
ボ
ス
ト
ン
校
元
日
本
語
講
師 

ホ
ー
マ
ン 

道
子
（
予
選
） 

ボ
ス
ト
ン
ラ
テ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
日
本
語
教
師 

山
田 

理
恵
（
予
選
） 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
（
朝
日
新
聞
記
者
） 

出
場
者
の
大
学
の
日
本
語
教
師
（
自
校
学
生
以
外
を
審
査
） 

ご
協
力
頂
い
た
企
業
・
団
体 

 

講
談
社
ア
メ
リ
カ
、 

香
老
舗 

松
栄
堂
、 

ボ
ス
ト
ン
・
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス 

 
 
 
 
  

 
 
  

 
 

 
 

 

（
全
五
十
音
順
）



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エッセイ部門入賞者   

Award Winners 

 

中級レベル Intermediate Division 

 

一位  1
st
 Place 

Yilun Chen   UMass Amherst  

 

二位  2
nd

 Place 

Xingyi Li Northeastern University 

 

三位  3
rd

 Place 

Dawn Hu   Boston College 

 

上級レベル Advanced  Division 

 

一位  1
st
 Place 

Tianchen Zhou   Bowdoin College 

 

二位  2
nd

 Place 

Alexandra Mathieu  Bowdoin College 

 

三位  3
rd

 Place 

Xuejun Huang  MIT 

 



   

中
級
レ
ベ
ル 

 

一
位 

ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ー
ル
か
ら
モ
ダ
ン
ク
ー
ル
へ 

 

陳
軼
倫 

ジ
ャ
パ
ン
、
つ
ま
り
日
本
と
い
う
国
は
外
国
人
に
と
っ
て
神
秘
的
な

国
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
今
や
ク
ー
ル
な
国
と
し
て
世
界
に
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
国
に
は
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
食
文
化
、
和

服
文
化
や
、
新
し
く
起
こ
っ
た
二
次
元
文
化
な
ど
が
あ
り
、
人
々
は

こ
れ
ら
を
自
分
の
生
活
の
中
に
自
然
に
融
合
さ
せ
て
い
ま
す
。 

ま
ず
、
人
間
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
「
食
」
。
日
本
は
島
国
で
す
か

ら
、
魚
介
類
だ
け
で
も
色
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
料

理
方
法
は
様
々
で
す
。
人
気
の
高
い
刺
し
身
と
い
う
料
理
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
魚
か
ら
直
接
そ
の
身
を
切
り
取
り
、
醤
油
や
わ
さ
び
と

一
緒
に
食
べ
る
と
い
う
、
食
材
を
生
か
す
日
本
料
理
の
一
つ
な
の
で

す
。
魚
の
種
類
に
よ
り
、
ま
た
身
の
厚
さ
に
よ
り
、
味
も
食
感
も
変

わ
る
た
め
、
シ
ン
プ
ル
な
料
理
の
中
に
、
作
っ
て
く
れ
た
人
の
心
が

感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。 

次
に
、
「
着
物
」
。
日
本
の
町
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
よ
く
は
っ
と

す
る
服
装
に
出
会
い
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
に
し
か
な
い
浴
衣
と
い
う

和
服
の
一
つ
で
す
。
伝
統
的
な
和
服
と
言
え
ば
、
着
物
が
代
表
的
で

す
が
、
夏
に
な
る
と
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
浴
衣
を
着
、
祭
り

で
は
、
そ
う
い
う
人
々
が
ど
こ
ま
で
も
続
く
そ
う
で
す
。
私
が
初
め

て
浴
衣
を
見
た
時
、
そ
の
膝
丈
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
に
惹
き
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
に
は
伝
統
的
な
柄
か
ら
ポ
ッ
プ
な
柄
ま
で
あ

っ
て
、
時
代
の
流
れ
を
映
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

最
後
に
、
ク
ー
ル
と
言
え
ば
、
日
本
の
ア
ニ
メ
漫
画
文
化
も
絶
対
に

見
過
ご
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
世
界
中
で
流
行
っ
て
い
る
ポ
ッ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
の
一
つ
は
こ
の
ア
ニ
メ
漫
画
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。『
ワ

ン
ー
ピ
ー
ス
』
と
い
う
漫
画
が
そ
の
代
表
的
作
品
で
、
驚
い
た
こ
と

に
、
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
八
割
の
読
者
は
成
人
で
、
噂
で
は
、
最

年
長
の
読
者
は
既
に
七
十
六
歳
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
私
に
と
っ
て
の

ア
ニ
メ
漫
画
文
化
の
魅
力
は
、
た
だ
積
極
的
な
生
き
方
を
教
え
て
く

れ
る
の
で
は
な
く
、
勇
気
を
持
っ
て
人
間
の
本
性
を
描
い
た
作
者
が

自
分
を
反
省
す
る
機
会
も
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。 

日
本
は
古
と
今
を
融
合
し
、
こ
れ
こ
そ
こ
の
国
の
ク
ー
ル
さ
の
在
処

と
言
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 



   

中
級
レ
ベ
ル 

 

二
位 

 
 

ク
ー
ル
な
納
豆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リ 

シ
ン
イ 

私
は
日
本
の
ア
ニ
メ
や
映
画
や
音
楽
が
好
き
だ
。
中
国
に
は
、

日
本
の
ア
ニ
メ
や
音
楽
が
好
き
な
学
生
が
た
く
さ
ん
い
る
。
日

本
は
世
界
に
日
本
の
文
化
を
輸
出
し
て
い
る
。
「
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
」
の
政
策
の
お
か
げ
で
、
今
、
中
国
で
は
い
ろ
い
ろ
な
日

本
の
産
物
が
売
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
日
本
の
食
べ
物
の
売
上

高
は
近
年
大
き
く
伸
び
て
い
る
。 

日
本
料
理
は
中
国
で
す
ご
く
有
名
だ
。
日
本
料
理
は
盛
り
つ
け

が
き
れ
い
だ
し
、
お
い
し
い
し
、
み
ん
な
日
本
料
理
を
食
べ
た

が
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
、
納
豆
と
い
う
食
べ
物
は
例
外
だ
。

納
豆
は
体
に
い
い
食
べ
も
の
だ
が
、
匂
い
が
ち
ょ
っ
と
強
い
。

子
供
の
時
、
私
は
納
豆
が
あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
で
も
、

最
近
、
納
豆
が
だ
ん
だ
ん
好
き
に
な
っ
て
来
た
。 

子
供
の
頃
、
母
は
い
つ
も
私
に
納
豆
を
食
べ
さ
せ
た
が
、
そ
の

強
い
匂
い
に
は
な
か
な
か
馴
染
め
な
か
っ
た
。
私
は
ず
っ
と
食

べ
た
く
な
か
っ
た
。
去
年
日
本
に
行
っ
た
時
、
私
は
偶
然
納
豆

の
料
理
を
食
べ
た
。
お
い
し
い
お
米
と
海
苔
と
一
緒
に
食
べ
た
。

日
本
米
の
繊
細
な
食
感
と
納
豆
の
個
性
的
な
味
に
加
え
て
、
海

苔
の
い
い
味
わ
い
が
絶
妙
な
組
み
合
わ
せ
だ
っ
た
。
ま
た
、
大

根
お
ろ
し
と
あ
え
る
と
、
意
外
に
食
べ
や
す
か
っ
た
。
そ
の
時
、

納
豆
は
い
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
納
豆
が
好

き
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
納
豆
の
独
特
な
匂
い
と
粘
り
が
た
ま

ら
な
く
お
い
し
い
と
感
じ
る
。 

今
、
中
国
で
、
た
く
さ
ん
の
日
本
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
い
ろ

い
ろ
な
納
豆
の
作
り
方
を
考
え
て
い
る
。
中
国
で
、
納
豆
は
日

本
の
象
徴
み
た
い
で
あ
る
。
私
は
、
日
本
人
は
納
豆
み
た
い
だ

と
思
う
。
納
豆
は
他
の
食
べ
物
と
一
緒
に
料
理
し
て
も
、
納
豆

の
独
特
の
匂
い
は
変
わ
ら
な
い
。
日
本
人
は
、
ど
ん
な
状
況
で

も
自
分
の
信
念
を
曲
げ
な
い
と
い
う
国
民
性
を
持
っ
て
い
る

と
思
う
。
そ
し
て
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
。
こ
の
精
神
は

納
豆
の
粘
り
み
た
い
だ
。
納
豆
の
粘
り
は
い
つ
も
長
く
て
、
な

か
な
か
切
れ
な
い
。
こ
の
納
豆
み
た
い
な
国
民
性
は
世
界
中
で

知
ら
れ
て
い
る
。
ク
ー
ル
な
納
豆
、
ク
ー
ル
な
ジ
ャ
パ
ン
。 



   

中
級
レ
ベ
ル 

 

三
位 

 
 

 
古
く
て
新
し
い
国
、
日
本 

 
 
 
 
 
 
 

 

ド
ワ
ン 

フ 
子
供
の
時
、
テ
レ
ビ
で
日
本
の
「
て
る
て
る
ぼ
う
ず
」
を
見
ま
し
た
。

期
待
を
持
っ
て
早
速
、
私
も
自
分
の
て
る
て
る
ぼ
う
ず
を
作
っ
て
、

ま
ど
の
外
に
か
け
て
み
ま
し
た
。
次
の
日
は
や
っ
ぱ
り
晴
れ
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
初
め
て
の
私
に
と
っ
て
の
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」

で
し
た
。 

中
学
の
こ
ろ
か
ら
、
も
っ
と
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
学
び
始
め
ま
し

た
。
日
本
は
に
ぎ
や
か
な
世
界
の
中
で
、
伝
統
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
あ
ふ
れ
る
国
で
す
。
私
に
と
っ
て
、
日
本
は
東
西
文
化
と
の
交
差

点
で
す
。
最
先
端
の
科
学
が
あ
る
け
ど
、
日
本
人
は
自
分
達
の
特
別

な
文
化
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
明
治
維
新
か
ら
日
本
は
近
代
文

明
を
進
み
な
が
ら
も
、
平
安
時
代
の
文
化
も
消
さ
ず
に
持
っ
て
い
ま

す
。
日
本
人
は
歴
史
を
重
ん
じ
、
そ
の
歴
史
を
誇
り
、
海
外
に
日
本

文
化
と
伝
統
を
広
め
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
着
物
を
着
て
、
お

ま
つ
り
に
行
く
こ
と
は
世
界
の
女
の
子
の
夢
で
す
。
男
の
子
は
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ
な
が
ら
、
ま
ん
が
を
読
む
こ
と
が
ク
ー
ル
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
旅
行
す
る
の
が
好
き
な
人
は
、
富
士
山
に
登
る
こ
と
を
夢

見
て
、
自
分
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
好
き
な
人
は
、
空
手
や
柔
道
で
心

身
を
き
た
え
ま
す
。
そ
し
て
、
も
っ
と
さ
ら
に
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」

に
憧
れ
る
人
は
日
本
語
を
学
び
、
い
つ
か
日
本
へ
行
っ
て
、
自
分
の

目
で
日
本
の
文
化
を
見
よ
う
と
し
ま
す
。 

伝
統
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
か
ら
の
電
気
製
品
も
世
界
一
で

す
。
世
界
中
の
人
々
は
み
ん
な
日
本
の
カ
メ
ラ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
い

ま
す
。
そ
し
て
日
本
製
品
の
品
質
は
高
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
の
車
も
海
外
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ア
メ
リ
カ
で
も
、
ア

メ
リ
カ
人
は
他
の
車
よ
り
、
日
本
の
車
を
選
び
ま
す
。
人
々
は
日
本

人
の
技
術
力
と
日
本
製
品
を
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
日
本
は
世
界

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
も
日
本
は
ず
っ
と
大
切
な

国
で
し
た
。 

 

私
は
本
当
に
日
本
が
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
と
思
う
の
で
、
今
こ
の

日
本
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
す
ば
ら

し
い
国
の
言
語
と
文
化
を
勉
強
で
き
る
の
は
と
て
も
幸
せ
で
す
。
だ

か
ら
、
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
、
将
来
、
日
本
の
こ
と
を
世
界
中
の
人

々
に
話
し
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 



   

上
級
レ
ベ
ル 

 

一
位 

ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

周
天
宸 

私
が
日
本
に
住
ん
だ
一
年
間
の
中
で
、
最
も
強
い
印
象
を
受
け
た
の

は
、
日
本
人
が
「
足
る
を
知
る
」
と
い
う
禅
の
生
活
哲
学
を
守
っ
て

い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
だ
。 

「
日
本
式
ラ
ー
メ
ン
」
の
大
フ
ァ
ン
の
私
は
、
日
本
で
た
く
さ
ん
の

ラ
ー
メ
ン
屋
に
行
っ
た
。
最
愛
の
店
は
「
満
来
」
と
い
う
所
だ
。
と

て
も
美
味
し
く
て
、
サ
イ
ズ
も
大
き
い
。
そ
れ
に
、
い
つ
も
込
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
店
に
は
十
五
席
し
か
な
い
。
そ
の
上
、
毎
日

八
時
間
し
か
営
業
し
な
い
し
、
日
曜
日
も
休
む
。
こ
の
ラ
ー
メ
ン
屋

の
店
主
は
お
金
を
稼
ぐ
の
が
嫌
い
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
満

来
」
の
香
り
が
高
く
て
、
濃
厚
な
豚
骨
ス
ー
プ
を
飲
み
な
が
ら
、
私

は
考
え
て
し
ま
っ
た
。 

北
京
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
支
店
を
設
立
す
る
と
ま
で
は
言
わ
な
く
て

も
、
も
し
、
規
模
を
少
し
拡
大
し
、
営
業
時
間
を
毎
日
何
時
間
か
延

長
し
た
ら
、
収
入
が
も
っ
と
増
え
る
の
に
、
な
ぜ
お
店
を
拡
大
し
な

い
の
か
、
本
当
に
知
り
た
か
っ
た
。
満
来
に
何
度
も
食
べ
に
行
く
う

ち
、
つ
い
に
、
店
主
の
お
爺
さ
ん
に
聞
い
て
し
ま
っ
た
。
お
爺
さ
ん

は
笑
い
な
が
ら
、
「
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
、
自
分
た
ち
の
生
活
が
な

く
な
る
わ
さ
。
こ
の
寸
胴
鍋
で
一
日
に
作
れ
る
ス
ー
プ
の
量
も
決
ま

っ
て
る
わ
さ
」
と
答
え
て
く
れ
た
。 

私
は
本
当
に
び
っ
く
り
し
た
。
つ
ま
り
、
お
金
を
儲
け
る
こ
と
よ
り

も
、
今
の
幸
せ
な
生
活
の
方
を
選
ぶ
と
言
う
の
だ
。
お
爺
さ
ん
の
幸

せ
は
、
毎
日
寸
胴
鍋
一
杯
の
ス
ー
プ
を
心
を
込
め
て
作
る
こ
と
な
の

だ
。
お
客
さ
ん
の
満
足
の
笑
顔
は
、
お
爺
さ
ん
に
と
っ
て
、
お
金
で

は
買
え
な
い
も
の
だ
。
自
分
が
知
っ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
中
国
人
や

米
国
人
に
と
っ
て
、
こ
の
「
寸
胴
の
小
さ
さ
」
は
、
商
売
を
大
き
く

し
な
い
理
由
と
し
て
は
、
完
全
に
馬
鹿
げ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

自
分
の
生
活
を
守
っ
て
幸
せ
に
な
ろ
う
と
す
る
日
本
人
達
に
と
っ
て

は
、
大
切
な
理
由
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
カ
ン
ト
は
自
身
の
欲
望
を
抑
制
で
き
な
い
人
間
は

自
由
を
完
全
に
得
ら
れ
な
い
と
言
っ
た
。
日
本
人
の
「
足
る
を
知
る
」

と
い
う
生
活
哲
学
は
こ
れ
と
似
て
い
る
。
こ
れ
は
本
当
に
「
ク
ー
ル
」

だ
と
思
う
。



   

上
級
レ
ベ
ル 

 

二
位 

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン 

 
 
 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
マ
シ
ュ
ー 

子
供
の
頃
、
私
は
祖
母
と
一
緒
の
部
屋
だ
っ
た
。
そ
の
お
か
げ

で
、
私
は
年
寄
り
に
な
っ
た
時
の
気
持
ち
と
考
え
方
が
分
か
る

と
言
え
る
。
祖
母
は
大
切
に
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
ま
り
外
に
で

る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
時
々
寂
し
そ
う
だ
っ
た
。
外
で
他
の

人
に
会
っ
て
話
が
出
来
れ
ば
い
い
の
に
思
っ
た
。
去
年
、
日
本

に
留
学
し
た
時
、
お
年
寄
り
が
多
い
の
を
見
て
、
祖
母
の
こ
と

を
思
い
出
し
た
。
日
本
の
社
会
が
ど
う
や
っ
て
お
年
寄
り
を
満

足
さ
せ
て
い
る
か
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。 

留
学
中
に
、
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
で
は
多
く
の
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
知
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ビ
ニ
に
比
べ
て
、
日
本
の
コ

ン
ビ
ニ
は
本
当
に
便
利
だ
と
思
っ
た
。
も
の
す
ご
く
便
利
な
の

で
、
コ
ン
ビ
ニ
に
は
い
つ
も
人
が
い
て
、
近
所
の
人
た
ち
の
た

め
に
、
と
て
も
大
切
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
た
く
さ
ん
人
は
コ
ン
ビ
ニ
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
か
ら
、
便

利
な
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
え
る
場
所
だ
と
思
っ

た
。 

し
ば
ら
く
す
る
と
、
私
は
、
ロ
ー
ソ
ン
や
サ
ー
ク
ルK

な
ど
の

コ
ン
ビ
ニ
が
、
お
年
寄
り
の
た
め
に
店
を
変
え
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
ど
ち
ら
店
で
も
新
鮮
な
農
作

物
が
買
え
る
。20

0
6

年
か
ら
、
ロ
ー
ソ
ン
で
は
棚
を
低
く
く
し

た
り
、
値
段
の
文
字
を
大
き
く
し
た
り
、
踏
み
台
を
つ
け
た
り

し
始
め
た
。
そ
し
て
、
薬
屋
を
作
っ
た
り
も
し
て
い
る
。
サ
ー

ク
ルK

で
は
、
店
の
中
に
座
っ
て
、
他
の
人
と
話
す
こ
と
が
で

き
る
所
を
作
る
予
定
だ
そ
う
だ
。
お
年
寄
り
が
、
少
し
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
。 

私
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
嬉
し
く
な
っ
た
。
人
口
の
高
齢
化
の
問

題
の
解
決
方
法
を
見
つ
け
る
の
は
、
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
が
、

今
す
ぐ
お
年
寄
り
の
た
め
に
何
か
を
す
る
べ
き
だ
。
日
本
の
コ

ン
ビ
ニ
は
若
者
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
お
年
寄
り
も
参
加
し
て

も
ら
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
て
い
る
。
す
で
に
持
っ
て
い
る
リ

ソ
ー
ス
の
使
用
を
通
し
て
、
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
近
所
が
よ

り
良
い
場
所
に
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
。
私
は
、
こ
れ
が

「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
だ
と
思
う
。
私
の
祖
母
に
も
、
こ
ん
な

コ
ン
ビ
ニ
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
と
思
う
。 



   

上
級
レ
ベ
ル 

 
 

三
位 

 

日
米
関
係
の
将
来
を
決
め
る
選
択
と
は 

 
 

黄
学
駿 

日
本
の
友
人
と
の
会
話
の
中
で
、
度
々
日
米
関
係
が
ト
ピ
ッ
ク

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、「
軍
事
」
に
関
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
に
頼
れ
ば
よ
く
、
日
本
は
経
済
発
展
に
よ
り
力
を
注

ぐ
べ
き
だ
と
い
う
意
見
を
よ
く
耳
に
す
る
。
「
軍
事
」
と
言
う

と
、
一
般
の
人
は
、
武
器
の
製
造
、
軍
隊
、
戦
争
な
ど
と
い
っ

た
と
て
も
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
私
も
渡
米

前
は
そ
う
思
っ
て
い
た
が
、
渡
米
後
の
私
は
「
軍
事
」
と
い
う

単
語
の
意
味
に
新
し
い
認
識
を
持
っ
た
。M

I
T

で
の
研
究
経
費

の
約
三
分
の
一
は
軍
隊
に
依
る
も
の
で
、
軍
隊
が
最
先
端
の
研

究
を
支
え
て
い
る
の
だ
。
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新

材
料
、
生
物
製
剤
な
ど
と
い
っ
た
重
要
産
業
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
そ
れ
ら
の
技
術
の
起
源
は
軍
事
と
密
接
に
関
係
し
て
い

る
。
初
め
に
軍
隊
か
ら
資
金
を
集
め
、
新
産
業
を
成
長
さ
せ
、

そ
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
私
有
化
す
る
。
ア
メ
リ
カ

は
こ
の
過
程
を
得
て
、
幾
つ
も
の
重
要
産
業
の
生
み
の
親
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
軍
事
が
現
代
経
済
の
発
展
の
柱
と

な
っ
て
い
る
。 

過
去
消
え
た
十
年
間
、
日
本
の
市
場
は
萎
縮
し
続
け
て
い
る
。

紡
織
業
や
家
庭
用
電
気
製
品
業
と
い
っ
た
軽
工
業
に
関
し
て

は
中
国
や
イ
ン
ド
の
よ
う
な
新
興
経
済
国
が
、
そ
し
て
重
工
業

と
軍
事
産
業
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
が
押
さ
え
て
い
る
。
従
っ

て
、
日
本
経
済
を
改
善
す
る
に
は
先
端
技
術
の
発
展
が
不
可
欠

で
あ
り
、
こ
れ
が
日
本
政
府
の
軍
事
的
独
立
を
目
指
す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
と
予
測
で
き
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
独

立
を
望
ま
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
軍
事
的
援
助
を
通
し
て
利
益
を

得
る
と
と
も
に
、
日
本
の
軍
事
的
技
術
開
発
を
抑
止
し
て
き
た
。 

日
本
に
は
二
つ
の
選
択
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
反
抗
し
て
軍
事

と
経
済
の
主
動
権
を
と
る
こ
と
と
、
反
抗
せ
ず
に
他
の
経
済
成

長
の
方
法
を
求
め
る
こ
と
だ
。
ど
ち
ら
の
道
も
決
し
て
容
易
な

も
の
で
は
な
い
。
日
米
関
係
の
将
来
も
こ
の
選
択
に
委
ね
ら
れ

て
お
り
、
日
本
に
と
っ
て
、
今
は
一
番
大
切
な
時
期
で
あ
る
。

果
た
し
て
日
米
関
係
の
今
後
の
行
方
は
如
何
な
る
も
の
に
な

る
の
か
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。 



   

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
主
催 

第
五
回
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
の
お
知
ら
せ 

 

次
回
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
今
年
度
同
様
に
、
ス
ピ
ー

チ
部
門
、
エ
ッ
セ
イ
部
門
に
分
け
て
行
う
予
定
で
す
。
詳

し
く
は
追
っ
て
在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

       

 

日
に
ち: 

二
〇
一
五
年
四
月
ご
ろ 

 

場
所:

 

グ
レ
ー
タ
ー
ボ
ス
ト
ン
地
域 

 

部
門:

 

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

中
級
・
上
級 

 
 

 
 

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

中
級
・
上
級 

 

対
象:

 

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
に
在
籍
し
て
い

る
大
学
生
（
大
学
院
生
も
含
む
） 

 

お
問
い
合
せ
先:

 
 

 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館  

大
津
賀 

 
  

 
i
n
focu

l
@
bz.m

o
fa.go

.jp 


